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3)  Hirono K, Hata Y, Takarada S, Miyao N, Okabe M, Saito K, Ozawa SW, Nishida N, Ichida F. Cardiomyopathy phenotypes and 
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4)  Hirono K, Murayama K, Okazaki Y, Ohtake A, Ichida F. Novel compound heterozygous TMEM70 variants impaired the 
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volume. 143rd Annual Meeting of the American Neurological Association; 2018 Oct 21-23; Atlanta, GA, USA. 
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inflammation and/or infection. The 31st Annual Autumn Meeting of the Korean Society of Perinatology; 2018 Nov 24; Seoul. 
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11)  Yoneda S. Because it’s a clinical study, it is interesting and useful!! Part 1. Pre-symposium lecture for young doctors. The 31st 
Annual Autumn Meeting of the Korean Society of Perinatology; 2018 Nov 24; Seoul. 
12)  齋藤和由，宮尾成明，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，鳥塚大介，青木正哉，芳村直樹．術後末梢性肺動脈狭窄に
対して低血管バルーンサイズ比率の noncompliant balloon を用いたバルーン拡張術の遠隔期成績．第 29 回日本
Pediatric Interventional Cardiology 学会；2018 Jan 18-20；福岡． 
13)  廣野恵一．教育セミナー2 遺伝子診断「心筋症と遺伝子診断」．第 20 回日本成人先天性心疾患学会；2018 Jan 27；
東京． 
14)  和田優子，小澤綾佳，宮尾成明，齊藤和由，廣野恵一．脳膿瘍の既往があった肺動静脈瘻の一例．第 322 回日本小
児科学会北陸地方会；2018 Mar 11；富山． 
15)  廣野恵一．会長特別企画「Lifelong Cardiology in the Young の Futurability：発生、発達から見た心筋疾患の生涯循環
器学」『心筋緻密化障害』．第 82 回日本循環器学会；2018 Mar 23-25；大阪． 
16)  Hirono K, Hata Y, Ozawa S, Okabe M, Miyao N, Saito K, Nishida N, Ichida F. Genotype-Phenotype correlations in the fetal 
patients with left ventricular noncompaction. 第 82 回日本循環器学会；2018 Mar 23-25；大阪． 
17)  吉田丈俊．分野別シンポジウムＩ：極低出生体重児の思春期以後の予後．インスリン抵抗性のリスク．第 121 回日
本小児科学会；2018 Apr 20-22；福岡． 
18)  Yoneda S, Yoneda N, Ito M, Ono Y, Shiozaki A and Saito S. 17-alpha-hydroxyprogesterone caproate combined maintenance 
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Congress of the Japan Society of Obstetrics and Gynecology; 2018 May 11-13; Sendai. 
19)  Kusabiraki T, Yoneda N, Yoneda S, Kobayashi M, Fukuta K, Shiozaki A and Saito S. Correlation between intracranial imaging 
by MRI and development at age of 3 in the children born from mothers with hypertensive disorders of pregnancy or 
spontaneous preterm birth. 70th Annual Congress of the Japan Society of Obstetrics and Gynecology; 2018 May 11-13; Sendai. 
20)  Okabe M, Hirono K, Tamura K, Taneichi H, Ichida F, Kanegane H. Reactive peripheral blood plasmacytosis in Kawasaki 
disease. The 12th International Kawasaki disease symposium; 2018 Jun 12-15; Yokohama. 
21)  森田恵子，米田 哲，古田 惇，丸山恵利子，小野洋輔，伊藤実香，米田徳子，塩崎有宏，齋藤 滋．胎児頭蓋内
病変に対する頭部 MRI 撮影の有効性について．第 46 回北陸産科婦人科学会；2018 Jun 17；福井．（優秀演題賞） 
22)  Hirono K, Hata Y, Takarada S, Okabe M, Miyao N, Saito K, Ozawa S, Nishida N, Ichida F. Cardiomyopathy phenotypes and 
genotypes for children with left ventricular noncompaction. 第 54 回日本小児循環器学会；2018 Jul 5-7；横浜． 
23)  小澤綾佳，平井宏子，齋藤和由，廣野恵一，市田蕗子，本間崇浩，芳村直樹，橋本郁夫．RASA1 遺伝子の新規遺伝
子変異が見いだされた肺動静脈瘻を伴う遺伝性毛細血管拡張症の一例．第 54 回日本小児循環器学会；2018 Jul 5-7；
横浜． 
24)  齋藤和由，寶田真也，岡部真子，宮尾成明，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，相原隆充，鳥塚大介，東田昭彦，青
木正哉，芳村直樹．Carotid-Subclavian Index＞3/2 および Isthmus/Descending Ratio＜2/3 を満たす mild coarctation 症例
では PGE1 製剤が漸減中止可能であった．第 54 回日本小児循環器学会；2018 Jul 5-7；横浜． 
25)  宮尾成明，寶田真也，岡部真子，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，鳥塚大介，青木正哉，芳村直樹，市田蕗子．乳
児期より DDD ペースメーカーを選択した左心低形成症候群、完全房室ブロックの 2 例．第 54 回日本小児循環器学
会；2018 Jul 5-7；横浜． 
26)  岡部真子，宮尾成明，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．SCN5A の新規遺伝子変異が見いだされた心筋緻
密化障害の 1 例．第 54 回日本小児循環器学会；2018 Jul 5-7；横浜． 
27)  西村静華，小栗真人，堀 香織，中村常之，廣野恵一．RAF1 遺伝子変異を伴う閉塞性肥大型心筋症に Crohn 病を合
併した Noonan 症候群の 1 例．第 54 回日本小児循環器学会；2018 Jul 5-7；横浜． 
28)  吉田丈俊．シンポジウム 早産 3 Biological Network. 早産と絨毛膜羊膜炎 子宮内感染・子宮内炎症に応じた切迫早産
管理を受けた児の予後．第 54 回日本周産期新生児医学会；2018 Jul 8-10；東京． 
29)  米田 哲，米田徳子，森田恵子，小野洋輔，伊藤実香，塩崎有宏，齋藤 滋．高度子宮頸管炎、子宮頸管長 15mm
以下の 2 因子が無症候性頸管長短縮例の早産リスク因子である．第 54 回日本周産期・新生児医学会；2018 Jul 8-10；
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東京． 
30)  長岡貢秀，齊藤 悠，猪又智実，川崎裕香子，田村賢太郎，牧本優美，吉田丈俊．新生児慢性肺疾患に伴う肺高血




回日本小児呼吸器学会；2018 Sep 28-29；札幌． 
32)  米田 哲，米田徳子，伊藤実香，鮫島 梓，島 友子，中島彰俊，塩崎有宏，吉野 修，齋藤 滋．妊娠 12 週未満
流産：卵黄嚢 5mm 以上は胎児染色体異常を、胎芽を認めない場合には染色体正常を示唆する．第 66 回北日本産科
婦人科学会；2018 Sep 29；富山． 
33)  谷 英理，津田さやか，本郷綾華，生水貫人，森田恵子，米田徳子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．筋強直性ジ
ストロフィー合併妊娠の 4 例 －周産期予後と母体の健康維持に関する産婦人科医の役割－．第 66 回北日本産科婦
人科学会；2018 Sep 29；富山．（優秀演題賞） 
34)  宮尾成明，寶田真也，岡部真子，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，畑由紀子，西田尚樹，芳村直樹，市田蕗子．左
心低形成症候群を伴った Holt-Oram 症候群に見い出された TBX5 の複合ヘテロ接合体の関与．日本人類遺伝学会第
63 回大会；2018 Oct 10-13；横浜． 
35)  加藤太一，小林 徹，鮎澤 衛，深澤隆治，布施茂登，廣野恵一，三谷義英，須田憲治，前田 潤，三浦 大．内
径の Zscore による冠動脈瘤退縮の解析〜ZSP2study サブ解析〜．第 38 回日本川崎病学会学術集会；2018 Nov 16-17；
和歌山． 




ポリンを併用した初期強化療法の効果と安全性．第 38 回日本川崎病学会学術集会；2018 Nov 16-17；和歌山． 
37)  勝部康弘，今中恭子，武田充人，阿部 淳，小林 徹，益田博司，大熊喜彰，深澤隆治，高月晋一，加藤太一，三
谷義英，廣野恵一，池田和幸，吉兼由佳子，須田憲治，永田 弾．バイオマーカーによる川崎病初回治療不応予測
〜川崎病バイオマーカー小委員会報告〜．第 38 回日本川崎病学会学術集会；2018 Nov 16-17；和歌山． 
38)  牧本優美，齊藤 悠，長岡貢秀，猪又智実，川﨑裕香子，田村賢太郎，吉田丈俊．NO 吸入療法を受けた極低出生体
重児の周産期の特徴と短期予後．第 63 回日本新生児成育医学会；2018 Nov 22-24；東京． 
39)  田村賢太郎，川﨑裕香子，長岡貢秀，猪又智実，牧本優美，吉田丈俊．NICU で発症した先天性結核 -院内感染対策
について-．第 63 回日本新生児成育医学会；2018 Nov 22-24；東京． 
40)  齊藤 悠，田村賢太郎，長岡貢秀，猪又智実，牧本優美，吉田丈俊．病理解剖で診断した先天性両側肺無形成．第
63 回日本新生児成育医学会；2018 Nov 22-24；東京． 
41)  西島孝治，村上将啓，草開祥平，伊藤靖典，田中朋美，田村賢太郎，吉田丈俊，足立雄一．TUBB2A 変異を有する
infantile spasms に対し ACTH 療法が奏功した男児例．第 324 回日本小児科学会北陸地方会；2018 Dec 9；金沢． 
 
◆ その他 
1)  吉田丈俊．特別公演「SGA 児と早産児の長期予後−今、自分たちにできること−」．第 32 回北陸周産期・新生児研究
会；2018 Oct 14；金沢． 
2)  米田 哲．切迫早産／早産の診断と管理 専攻医教育プログラム 3 周産期 2．第 70 回日本産科婦人科学会学術講演
会；2018 May 11；仙台． 
3)  米田 哲，生水貫人，齋藤 滋．妊娠 12 週未満の流産において、5mm 以上の yolk sac は胎児染色体異常を、胎児を
認めない場合には正常を示唆する．第 6 回賢英周産期フォーラム；2018 Jun 23；千葉． 
4)  米田 哲，福田香織，生水貫人，齋藤 滋．妊娠中の頸管ポリープ切除症例において、妊娠 10 週以下で切除、サイ
ズ幅 12mm 以上、性器出血を伴っている場合に、有意な早産リスク因子となりえる．第 6 回賢英周産期フォーラム；
2018 Jun 23；千葉． 
5)  米田 哲．母子感染のリスクと対応．助産実践能力の向上における知識と実践に関する研修会；2018 Sep 1；富山． 
6)  米田 哲．ランチョンセミナー 切迫早産の病態から考えられる新たなる治療戦略 －プロバイオティクスの秘める
可能性－．第 66 回北日本産科婦人科学会；2018 Sep 29；富山． 
附属病院
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7)  廣野恵一，市田蕗子．「適切な学校心臓検診－見逃してはいけないポイントと管理」．週刊日本医事新報．2018 Mar；
4898：32-9． 
8)  廣野恵一．次世代シーケンサーを用いた網羅的遺伝子解析による心筋緻密化障害の遺伝子診断と診療の拠点形成．
Toyama Academic GALA 2018；2018 Sep 14；富山． 
9)  廣野恵一．心筋緻密化障害の診断・治療のための次世代シーケンサーを用いた遺伝子・表現型解析．Toyama Academic 
GALA 2018；2018 Sep 14；富山． 
10)  廣野恵一．心筋緻密化障害の遺伝子型・表現型相関の解析研究．平成 30 年度富山大学臨床研究発表会；2018 Nov 7；
富山． 
11)  小澤綾佳，岡部真子，宮尾成明，斎藤和由，廣野恵一，市田蕗子，鳥塚大介，青木正哉，吉村直樹．22q11.2 欠失症
候群に合併したファロー四徴症肺動脈弁欠損、左肺動脈孤立症の一例．第 36 回西日本小児呼吸循環 HOT 研究会；
2018 Jun 2；大阪． 
12)  宮尾成明，廣野恵一，長谷川英之，髙﨑一朗，畑由紀子，西田尚樹，森 寿，市田蕗子．TBX5 variant の genotype-phenotype 
correlation 解析．Toyama Academic GALA 2018；2018 Sep 14；富山． 
13)  岡部真子，小澤綾佳，宮尾成明，斎藤和由，廣野恵一，市田蕗子，鳥塚大介，東田昭彦，吉村直樹．22q11.2 欠失症
候群に合併したファロー四徴症肺動脈弁欠損、左肺動脈孤立症の一例．第 9 回 PH-CHD クリニカルカンファレンス；
2018 Jul 28；大阪． 
14)  寳田真也，宮尾成明，岡部真子，斎藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．蛋白漏出性胃腸症の頻回再発を認め
治療に難渋している Glenn 術後の 1 例．第 11 回郡山セミナー；2018 Jun 9；郡山． 
15)  寶田真也，岡部真子，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．心室中隔欠損術後に急速な心機能低下を認めた
心筋緻密化障害の 2 例．第 46 回北陸小児循環器研究会；2018 Sep 8；金沢． 
16)  才津義亮，斎藤 悠，田村賢太郎，長岡貢秀，猪又智実，牧本優美，吉田丈俊．異なる発症形式を呈した食物蛋白
誘発胃腸症の 2 例．第 32 回北陸周産期・新生児研究会；2018 Oct 14；金沢． 
17)  堀江貞志，種市尋宙，齊藤 悠，足立雄一．富山県内における小児死亡症例のまとめ〜現状と課題、そして CDR 実
現に向けて〜．第 25 回北陸小児救急・集中治療研究会；2018 May 12；金沢． 
18)  太知さやか，田村賢太郎，長岡貢秀，坂田奈緒，川﨑裕香子，牧本優美，吉田丈俊，森田恵子，小野洋輔，伊藤実
香，米田徳子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．監視培養を契機に診断した先天性結核の 1 例．第 21 回富山県母子
医療研究会；2018 Mar 8；富山． 
19)  古田 惇，米田徳子，丸山恵利子，森田恵子，伊藤実香，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．妊娠中に Basedow 病が
増悪し甲状腺全摘術を施行した一例．第 21 回富山県母子医療研究会；2018 Mar 8；富山． 
20)  森田恵子，米田徳子，古田 惇，丸山恵利子，小野洋輔，伊藤実香，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．子宮内容物
が診断の一助となったアグレッシブ NK 細胞白血病を併発した流産の一例．第 21 回富山県母子医療研究会；2018 Mar 
8；富山． 
21)  草開 妙，米田徳子，米田 哲，小林 睦，福田香織，塩崎有宏，川﨑裕香子，牧本優美，吉田丈俊，齋藤 滋．
Hypertensive disorder of pregnancy (HDP)出生児における長期神経学的予後と修正 40 週時頭部 MRI 所見の検討．第 5
回中日本産婦人科セミナー；2018 Jul 15；岐阜． 
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